
２０１７年８月６日 平和の主日 

ミカ 4:1-5 エフェソ 2:13-18 ヨハネ 15:9-12 

★今週の聖句 

 

 

 

★ねらい 

世界の平和、神と人との平和、人と人との平和、人の心の平和など、さまざまな平和を覚え

る日の聖句として、今週の聖句があげられている。どこか遠くの平和ではなく、キリストか

ら絶対的に愛されているこの「私」と「あなた」という観点でとらえ、身近で日常的な題材

で平和を考える。 

 

★説教作成のヒント 

幼児から小学校低学年向けに説教をする場合、第一にすべて子どもたちが知っている言葉

を使わなければならない。「愛する」という言葉ですら彼らには実感がわかないだろう。置

き換えが必要であり、これが意外と難しい。 

 

★豆知識 

ヨハネ 15:9-12にある「愛する」「愛」の原語は、すべて「アガパオー(動詞)」「アガペー(名

詞)」であり、神の絶対的愛を意味する。これは、人間が本来持っていない愛であり、キリ

ストが弟子たちを愛することによって与えてくださった愛である。キリストの愛がいつも

人間の愛に先行している。 

 

★説教 

今週の聖句は、「わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。」ヨハネ

による福音書 15章 12節です。イエス様がお弟子さんたちに語られたお言葉です。きょう

は、イエス様のこのお言葉を学びましょう。 

 宮城県の気仙沼という町にある保育園で働いている、一人のお姉さんがいます。栄養士と

言って子どもたちの給食を作るお仕事をしています。このお姉さんにはとてもつらい出来

事がありました。今から 6 年前の 3 月、日本の東北地方で大きな地震があって、海から大

きな津波が押し寄せてきて、たくさんの人が亡くなり、たくさんの家が壊されたり流された

りしました。「東日本大震災」って言うんですが、聞いたことがありますか？ このお姉さ

んはその時高校生で、一家 8 人で暮らしていました。お父さん、お母さん、きょうだい四

人、おじいさん、おばあさんの 8人です。ところが、地震と津波のためにお姉さん以外の 7

人がみんな死んでしまって、たった一人残されたんです。家も流されて住む所もなくなって

しましました。 

「わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。」 

ヨハネによる福音書 15章 12節 



みんな考えてごらん。おうちの人がみんな死んでしまってたった一人になってしまった

らどんな気持ちだろうか。このお姉さんの苦しみや悲しみは、私たちには考えられないくら

い大変なものだったと思います。お姉さんにはたくさんの助けが必要でした。ですから周り

の人たちは、お姉さんと一緒に泣いてくれたり、毎日の食べ物や着るものだけでなく、生き

ていくためにありとあらゆることをして助けたんです。やがてお姉さんは元気を取り戻し

ました。そして、自分を支えてくれた気仙沼の人たちを、今度は自分が支える仕事をしよう

と保育園で働くようになったんです。「互いに愛し合う」って、助け合う、支え合うという

ことなんですね。こうして、一人ぼっちになって心が大嵐になってしまったお姉さんは、み

んなの助けで、心に新しい平和をもつことができたんです。 

 

分級への展開 

さんびしょう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□７７番 「せかいのこどもは」 

□改訂１２５番 「イェス、イェス」 

 

やってみよう 

 

①鳩の形に画用紙を切り、そのなかに自分で考えた、平和のことばを書く。 

②それを壁に貼る、またはしおりにする、持って帰って家族と平和について話し合うなどに

使いましょう。 

 

聖書振り返りクイズ 

(Lv.1)今日の福音書に、「愛」という言葉は何回出てきたでしょう？（答え：7回） 

(Lv.2)イエス様は、私達にどんな掟を与えましたか？（答え：「わたしがあなたがたを愛した

ように、互いに愛し合いなさい。」） 



(Lv.3)「父」って誰のこと？（答え：父なる神様） 

(Lv.4)「互いに愛し合いなさい」という教え、イエス様は違う言い方もしています。何と言

っているでしょう？マタイ福音書 22章にあります。（答え：「隣人を自分のように愛しなさ

い」） 

(Lv.99)今日は「平和の主日」の礼拝です。これは、70年程前に起きた大きな出来事に由来

しますが、それは何でしょう？（答え：戦争 / 原爆投下） 

 

話してみよう 

Ⅰ 

①先週 1 週間を振り返って、いやな思いをしたこと、とてもうれしかったことを思い出し

て書き出してみよう。そして、みんなに話してもいいと思うことを発表してみよう。 

②いやな思いをしたことと、とてもうれしかったことの違いは、どこから生じているのか考

えてみよう。今週の聖句と違うところ、同じところは何だろうか。 

Ⅱ 

ヨハネ福音書の復活物語(20章)では、復活されたイエスが弟子たちの前に姿を現された時、

必ず「あなたがたに平和があるように」と言われている。平和＝シャローム＝主(神)の平和

とは何か。弟子たちの置かれた状況から、また今日の社会状況から「平和」の持つ意味を考

えてみる。 

 

 

２０１７年８月１３日 聖霊降臨後第１０主日 

イザヤ 44:6-8 ローマ 8:26-30 マタイ 13:24-35 

★今週の聖句 

 

 

 

★ねらい 

人間の目は、目に見える大きく高いものに注がれ、そこに価値があると思われやすい。大き

な工作機械は小さな数々の部品からなっており、小さな部品一つでも欠ければ用を果たさ

ない。大事なのは一つの小さな部品なのである。人間の大きな関心が向けられるところ、そ

こがその人の神だと聖書は考える。天の国は現在の目標とされず見過ごされがちである。 

 

★説教作成のヒント 

この日の福音書の日課では、毒麦、からし種、パン種の３つが天の国にたとえられている。

幼児向けの説教の場合、複数の話題は聞く者に混乱をきたす。一つに絞ったほうがいいだろ

う。これは、この箇所に限らず、どの箇所においても心がけていただきたいことである。 

「天の国はパン種に似ている。」 

マタイによる福音書 13章 33節 



 

★豆知識 

「からし種」…3月から 4月にかけてイスラエルを訪れると、ガリラヤやイズレエル平原の

各地で、菜の花に似た黄色い花の群生を見ることができる。菜の花よりも一回り大きなこれ

が「からし種」で、その種は 1ミリに満たない。聖地の植物図鑑や花図鑑に掲載されている

ので確認してほしい。 

 

★説教 

ある日、ハジメ君はお母さんのお手伝いをしてパンを作りました。いつもはパンを作る機械

で作ってしまうのに、その日はお母さんが自分たちの手でパンの生地を作ろうというので

す。ハジメ君はまず両手をしっかりと洗いました。それからビニールの手袋をはめてもらい、

パン生地をこねる作業を始めます。お母さんは粉に水を加えて、バターを少し入れて、それ

から別の粉のようなものを入れました。「お母さん、それなあーに？」。「これは、イースト

菌と言ってね、パンをふくらます働きをするの。これがないとね、ふっくらとしたパンにな

らないのよ。イースト菌は小さいけど、とっても力があって、ほんの少しだけで十分なのよ」。

「ふーん。イースト菌ってすごいんだね」。 

 それから二人は、パン生地をこね始めました。「お母さん、ずいぶん力が要るんだね」。「そ

うよ。しっかりこねないとおいしいパンにならないの」。ハジメ君は両手でパン生地にのし

かかるようにして、力いっぱいこねていきました。「お母さん、まだやるの？」。「そうよ、

しっかりね」。懸命にこねていたハジメ君の額には汗が浮かんでいました。「さてと、もうい

いわ。ハジメ、ありがとうね」。「ふー、疲れたぁ」。 

 二人は生地を小さく分けていき形を整えました。お母さんはそれを冷蔵庫に入れます。

「どうして冷蔵庫に入れるの？」。「これから、イースト菌が働く時なの。発酵と言って生地

がおいしくなるように変えていくの。そうすると生地がパンのように膨らんでくるのよ」。 

「へぇーそうなんだ」。「ところでさ、今週の聖句は何？」。「うーんと、天の国はパン種に似

ている、だよ」。「そう。そのパン種というのがイースト菌のことなのよ。イエス様は、天の

国、神さまの世界のことね。みんなは神さまの世界が小さくて少ないから、つまらない所だ

と思ってしまうかもしれないけど、そうじゃないとおっしゃるの。少しでも神さまのことを

思っていると、イースト菌が働くように、その人の中で神さまの世界がどんどん大きくなっ

ていって、ハジメもイエス様が喜んでくださる子どもになるということなのよ」。 

「へぇー、パン種って神さまのイースト菌なんだ」。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□９１番 「あかいはな」 



□改訂５９番 「コップのみずや」 

 

やってみよう 

パン種の実験をする 

今日のお話しにあったパン種がどのくらいブクブクするか、実験して、ハジメ君と似た体験

をする。 

①ペットボトルに水 30㏄を入れる。 

②砂糖 10gを入れ、混ぜる。 

③ ②にドライイースト 1.5g入れ、混ぜる。 

④ふたをして 10分、待つ。 

 

聖書振り返りクイズ 

 (Lv.1)「からし種」ってどんな種？ 「どんな種よりも○○」 （答え：小さい） 

(Lv.2)小麦粉にパン種（イースト菌）を混ぜると、どうなるでしょう？ （答え：膨らむ。

焼けばおいしいパンの出来上がり） 

(Lv.3)3サトンって、どれくらい？（答え： 約 38.4リットル。150人分のパンが出来るそ

うです） 

(Lv.4)今日の福音書のたとえは 3つとも「天の国は…」で始まっていました。では、マタイ

福音書 13章全体でいくつ「天の国は～」ではじまる「たとえ」があるでしょう？（答え：

6つ。「毒麦」「からし種」「パン種」「畑の宝」「真珠商人」「網の魚」） 

(Lv.99)マルコ 4 章にも、色々なたとえが出てきます。それでは、マルコ 4 章にあってマタ

イ 13章には無い「種」のたとえは、何でしょう？（答え：「成長する種」のたとえ） 

 

話してみよう 

①一番好きだったり関心を持っているものや事柄を書き出してみよう。 

②目に見えないほどに小さいけれども大きな力を持っているものは何だろう。 

③神さまを思う心が大きくなる秘訣は日ごとの祈りであることへと導く。 

 

 

 

２０１７年８月２０日 聖霊降臨後第１１主日 

列王記上 3:4-15 ローマ 8:31-39 マタイ 13:44-52 

★今週の聖句 

 

 

 

「出かけて行って持ち物をすっかり売り払い、それを買う」。 

マタイによる福音書 13章 46節 



★ねらい 

あなたは何を選び取るか、と問われた時の答えは人それぞれに異なるだろうが、多くの場合

に、その答えはこの世の存在にとどまるものだろう。それは決して永遠のものではない。天

の国のたとえの第 2 週であるが、宝であれ高価な真珠であれ、それが他の何ものにも代え

がたいものとして取り上げられている。人生の選択の局面では知恵と信仰が必要であり、何

よりいつも天の国が指し示されていることを伝えたい。 

 

★説教作成のヒント 

今週も複数の話となっているので絞り込むのが賢明である。自分にとって何が最善なのか

を考える機会を幼児も小学生も持つことは少ないと思われるので、物語風に説教を構成す

るのも一案である。今週の聖句の箇所をふくらませるのもよし、旧約聖書の日課で「聞き分

ける心」を選び取ったソロモンを例話にするのもいいだろう。マタイ 6:33も参考になる。 

 

★豆知識 

「真珠」古代より宝石として珍重され、真珠が高価な宝石になったのは、インド、エジプト、

ローマ帝国においてである。旧約聖書ではヨブ 28:18 に現出するがこれは赤サンゴを研磨

したものと考えられている。新約聖書ではマタイ 7:6,13:45-46、1 テモテ 2:9、黙示録

17:4,18:12などに出てくる。真珠は天国からの祝福の隠喩として用いられ、マタイ福音書に

その影響を見ることができる。初期キリスト教会では真珠の使用が禁じられ(1 テモテ)、黙

示録の「バビロンの大淫婦」が真珠で着飾っているのも同じ流れにあると思われる。『聖書

大事典』参照。 

 

★説教 

秋の大運動会に向けて、ハジメ君の幼稚園では鼓隊の練習が始まりました。ハジメ君は一

番目立つ大太鼓がいいと思い、「先生！ 僕は大太鼓をやりたい！」と手を挙げました。「い

いですよ。じゃあハジメ君には大太鼓をしてもらいましょう」。「やったぁ！」。ハジメ君は

うれしくてたまりませんでした。 

 さて、練習の時間になってハジメ君が大太鼓の前に立つと、「わぁ大きい！」。大太鼓はハ

ジメ君の背丈ほどもありました。これを肩に担いでたたいて行進するのです。先生が大太鼓

を肩に担がせてくれました。「わぁ重い！僕できるかな」。ハジメ君は急に不安になりました。

その日から練習して少しずつ曲を覚えていかなければなりません。そして、みんなとリズム

を合わせていかなければなりません。ところが、ハジメ君が気づいたのは、大太鼓も重いけ

ど、大太鼓をたたくばちも腕が痛くなるほど重いのです。それでハジメ君の大太鼓は、いつ

もみんなより遅れて音が出てしまいます。ピアニカや鉄琴や小太鼓でみんなが音をそろえ

ても、ハジメ君の大太鼓がそれをぶち壊しにしてしまいます。ハジメ君は悲しくなってきま

した。「なんで大太鼓なんかにしたんだろう。他のものにすればよかった」。 



 心が暗くなっていたある日、その日は幼稚園の礼拝の日でした。牧師先生が神さまの国に

ついてお話をされました。「神さまの国はみんなが行きたい所で、ほかの所と比べ物になら

ないくらい、すばらしい所なんです。ところが、人間は目の前のいろいろなものに心を奪わ

れてしまって、一番すばらしい神さまの国のことを忘れてしまうんです。イエス様はこんな

ことをおっしゃいました。真珠という宝石を売ったり買ったりして商売をしている人が、あ

る時とても見事な真珠を市場で見つけたんです。すると、この人は持っているものを全部売

って、その見事な真珠を買い求めたとおっしゃるのです。他のものはなくてもいい、これさ

えあればいいと、この人は思ったのですね。神さまの国も、これさえあればいいのだ、とい

つも思っていなさいと聖書は語り続けてくれるのです。」というお話でした。礼拝が終わる

と、牧師先生がハジメ君の所にやってきて言いました。「ハジメ君、大太鼓がすばらしく見

えたんだよね。みんなはハジメ君ならできると信じているんだよ。みんなよりも少し早くば

ちを動かし始めてごらん」。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□１番 「みんなでたたえましょう」 

□改訂８番 「みんなでたたえましょう」 

 

やってみよう 

①教師は裏に書いた文字が透けない紙を、人数分用意する。 

②お互いに見えないように、紙に自分の宝物が何かを書く。 

③袋に紙を入れシャッフルする。中味を 1人１枚引き、誰が書いたものかあてる。書いた人

がわかったら、その宝物について説明してもらう。 

※ゲーム性を高めたければ、紙に紐をホッチキスで止めて、並べ、紐を引っ張って、紙を決

める。その時、紙が見えないように何か被せたり、衝立の下を通してもよい。話してみよう 

 

聖書振り返りクイズ 

 (Lv.1)商人が探していたのは、何でしょう？（答え：良い真珠） 

(Lv.2)網にかかったたくさんの魚、その後どうなったでしょう？（答え：良いものは器に入

れ、悪いものは投げ捨てられた） 

(Lv.3)網で魚を捕るお仕事を、何というでしょう？ヒント：マルコ 1章で、そのお仕事をし

ていた人達がイエス様の弟子になっています。（答え 漁師） 

(Lv.4)ヨハネ 21 章で、お弟子さんたちが網で魚をとっています。さて、何匹採れたでしょ

う？（答え：153匹。一説では、当時知られていた魚の全種類といいます） 

(Lv.99)畑で宝を見つけた人は、すぐには言いませんでした。なんでしょう？（答え： 



黙ったまんま畑を買って、埋められた宝ごと手に入れる為。見つけた人は、畑の持ち主では

なく小作農だったのです） 

 

★話してみよう 

 ①今一番大事にしているものは何かを書き出して発表してみよう。 

 ②飽きてしまったものは何かを思い出して書いてみよう。 

 ③今一番大事にしているものも、いつか飽きてしまうものはないか考えてみよう。 

 ④いつまでも残る大事なものは何かを考えてみよう。 

 

 

２０１７年８月２７日 聖霊降臨後第１２主日 

イザヤ 55:1-5 ローマ 9:1-5 マタイ 14:13-21 

★今週の聖句 

 

 

 

★ねらい 

成人男性だけで 5000 人の養いは、4 福音書すべてにある重要な奇跡物語である。「天を仰

いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて」という表現は、最後の晩餐や聖餐式を想起させるが、

説教がすぐその方向に流れるのは避けたい。詩編 23 編を念頭に、膨大な人々の養い(救い)

がまことの羊飼いである主キリストのみに可能であることを伝えたい。 

 

★説教作成のヒント 

鍵言葉は「深く憐れみ」と「草の上」である。マルコ福音書では群衆が飼い主のいない羊の

ような有様だったとある。詩編 23編では「主はわたしの羊飼い」「青草の原に休ませ」と表

現する。ヨハネ福音書では、良い羊飼いは羊のために命を捨てると語られている。5000 人

の養いを語りつつ、背後にあるこれらのメッセージを忘れずにいたい。 

 

★豆知識 

「深く憐れみ」と訳されているのは特殊な言葉で、「内臓がよじれるような痛みを伴う憐れ

み」という意味を持つ。痛みにうめくような、涙が出てくるような、奥底からの憐れみであ

る。決して単なる同情ではない。キリストが人間のありさまにうめいておられるのである。 

 

★説教 

 イエスさまのもとには、いつもたくさんの人が集まっていました。神さまのことを知りた

い、病気をなおしてほしいと願う人や、神さまに自分のことも忘れずに見守ってほしいと願

「天を仰いで賛美の祈りを唱え、パンを裂いて弟子たちにお渡しになった」 

マタイによる福音書 14章 19節 



う人たちでした。その日は、とりわけたくさんの人たちが集まり、大人の男の人だけでも

5000 人、ほかに女の人や子どもたちもいましたから、それはそれは、数え切れないほどの

数でした。イエスさまはこのたくさんの人たちを見て、とても悲しそうなお顔をされました。

こんなにもたくさんの人が悲しみながら、自分を導いてくれる人や救ってくれる人を欲し

がっていることが分かったからです。イエスさまは人々に神さまのお話をなさり、それは長

く続いて夕方近くになってしまいました。 

 お弟子さんたちは心配になって、「みんなを帰らせてください。そうしたら、それぞれで

食事もできます」とイエスさまに言いました。ところが、イエスさまは言われるのです。「あ

なたがたが食べさせなさい」。お弟子さんたちがこんなにたくさんの人たちに食べさせるな

んて、お弟子さんたちにはお金もなければ、それにどこに行けば信じられないほど多くの食

べ物を買えるというのでしょう。イエスさまはだれもできないことをお弟子さんに求めら

れたのです。お弟子さんが持っていたのは、たった 5つのパンと 2匹の魚だけでした。 

 イエスさまは人々を青草の上に座らせ、5 つのパンと 2 匹の魚を受け取ると、「天を仰い

で賛美の祈りを唱え、パンを裂いて弟子たちにお渡しに」なりました。お弟子さんはそれを

みんなに配りました。すると不思議なことに、こんなにたくさんの人にたった 5 つのパン

と 2匹の魚だったのに、みんなが満腹になり、しかもいっぱい余りが残ったのです。 

 さて、このたくさんの人たちは、おなかが空いて食べるものが欲しくてイエスさまの所に

集まったのでしょうか。そうではありません。神さまの話を聞きたかったし、悲しんでいた

り、希望を失って心の中が空っぽになってしまい、心の中を満たすものが欲しかったのです。

これはイエスさまにしか解決できないことです。たとえパン屑のように小さなものであっ

ても、イエスさまの下さるものは人の心を満たし、余りがいっぱい残るほどに豊かなものな

のです。もちろん、君もイエスさまからいただいているのですよ。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□１０４番 「にひきのさかなと」 

□改訂２１番 「2匹の魚と」 

 

聖書振り返りクイズ 

 (Lv.1)穴埋め問題です。それぞれに入る数字は何でしょう。「イエス様の奇跡で、たった〇

つのパンと〇匹の魚で〇人以上もの人々がお腹一杯になった。残ったパン屑は〇籠に

なった」（答え：5つのパンと 2匹の魚、5000人以上、12籠） 

(Lv.2)〇×問題です。「お腹がいっぱいになった人はだいたい 5000 人だった」、〇か×か。

（答え：× 5000人は成人男性だけの人数です 

(Lv.3)15節で、弟子たちは「群衆を解散させてください」と言っていますが、一体何を心配



していたのでしょう？（答え：お店も家も無い場所で夕暮れが近づいて、このままだと

みんな晩御飯が食べられないと心配した） 

(Lv.4)マタイ福音書 15 章にも、今日の出来事と良く似た出来事が出てきます。さて、そち

らだと Lv1の問題の答えはどうなるでしょう？（7つのパンと少しの魚、4000人以上、

7籠） 

(Lv.99)（大人の）礼拝で、「みんなで一緒に食事をする」ことをイメージした式があります。

それは何でしょう？（答え：聖餐式） 

 

やってみよう 

☆みんなでパンをつくってみよう！ 

材料 

◆強力粉２００g 

◇砂糖２０g 

◇ドライイースト 4g 

□スキムミルク１０g 

□バター２４g 

塩３g 

水１３０g 

①◆◇□をボールに入れる。◇どうしをくっつけて、□とはなす。水を入れてこねる。 

②まとまってきたら塩をいれのばしたときに指が透けるまでこねる。濡らした布巾をかけ

てオーブンの場合 35度 40分で一次発酵。 

③1.5～2 倍になり指で生地をおしてもどってこなければ一次発酵終了。8 等分（約 48g ず

つ）にわけ丸め、布巾をかぶせて 10分置きます。 

④オーブンシートを敷いた鉄板に③を並べオーブンの発酵機能で３０分発酵させます。 

⑤１８０度に予熱したオーブンで１０～１２分焼きます。 

⑥おいしい丸パンのできあがり！ 

・教会学校に出席している全員が食べられるように、分け方を考えてみよう。配る順番やパ

ンの大きさなど、どうするのか子どもたちで決めてみましょう。 

・食べ終わったら片づけも自分たちでやりましょう。パンくずは落ちてないかな？ 

 

話してみよう 

①たった一人で食事をするのと、家族みんなと一緒に食事をするのではどんな違いがある

か考えて発表してみよう。 

②なぜ違うのか考えてみよう。食事は空腹を満たすためだけにあるのだろうか。 

③食事の時、食べること以外に何をやっているだろうか。それはどんな役目を果たしている

だろうか。 



 


